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今月の活動報告 

・吹奏楽ワークショップ（第二回・第三回）の実施準備ののち中止 

 新型コロナ感染拡大を受け、アンサンブルでの実施を試みるため、各編成

に合わせた編曲と楽譜制作を行ったが、感染状況悪化により実施に至ら

ず。 

 

・合唱ワークショップの実施（第二回） 

 ピアノ伴奏を担当。 

 

・合唱ワークショップの動画制作 

  

・清水町文化史跡「大勝神社」紹介動画完成 

 シリーズ化できるよう、引き続き別の史跡の動画制作の企画を進める。 

 

・清水中学校吹奏楽部指導（11 回） 

 1 月 16 日のアンサンブルコンテストに向け、集中的な指導サポートを行

った。基礎力を大きく改善することが出来、手応えを感じている。コンテス

ト後には、未来に繋がる練習システムの構築を手助けすべく、金管楽器にお

いては基礎練習の楽譜を制作し、部員各自で取り組んでもらうように提供

した。今回のコンテストの結果は銀賞ではあったが、夏のコンクールでは、

昨年よりも大きく成長した部として、結果も伴ってくることが期待される。

そのために基礎力のアップ、効率的上達に結び付く指導を支援できるよう、

引き続き努力したい。 

要 望 、 意 見 等 

清水中学校吹奏楽部の全部員６名においては、それぞれ上達への意欲が

非常に高く、これをサポートするためには、各楽器に専門的な指導者を月に

１回だけでも入れることが出来れば、大いに効果が出ると思われる。 

 

清水ジュニアブラスにおいては、部員が各自の練習を効率的に管理でき

る年齢に達していないので、練習を見てあげる保護者やボランティアが介

助する必要があると感じる。現状、部員数に対して指導者が少ないため、改

善が不可欠。上達のための明確な指導方針やマニュアルの構築が必要。 

備 考 

 

 


